


　
平
成
18
年
度
の
玉
川
村
予
算
が
、

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り
も

３
５
０
万
円
少
な
い
29
億
２，
８

０
０
万
円
で
、
特
別
会
計
を
含
め

た
総
予
算
額
は
、
52
億
６，
５
２

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
未
来
へ
つ
な
が
る
村
づ
く
り
を

目
指
す
、
平
成
18
年
度
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

　
　
歳
　
　
入�

�

　
収
入
の
ト
ッ
プ
は
地
方
交
付
税

で
、
前
年
度
よ
り
も
２，
６
５
０

万
円
多
く
、
総
額
の
38
・
６
％
を

占
め
て
い
ま
す
。�

　
次
に
多
い
の
は
村
税
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
３
・
９
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
額
の

22
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
村
の
借
入
金
で
あ
る
村
債
は
総

額
の
６
・
８
％
を
占
め
、
前
年
度

よ
り
も
２，
０
０
０
万
円
多
く
な

っ
て
お
り
、
地
方
譲
与
税
も
前
年

度
よ
り
も
３，
０
６
２
万
円
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
　
歳
　
　
出�

�

　
支
出
の
ト
ッ
プ
は
、
借
入
金
の

返
済
金
で
あ
る
公
債
費
で
、
前
年

度
よ
り
も
２，
９
７
６
万
円
多
く

全
体
の
18
・
７
％
を
占
め
て
い
ま

す
。�

　
次
に
多
い
の
は
民
生
費
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
１，

１
３
２
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
よ
り

児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
小
学
６

年
生
ま
で
に
引
き
上
げ
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。�

固定資産税固定資産税�
56,18356,183円�

市町村民税市町村民税�
22,96422,964円�

市町村たばこ税市町村たばこ税�
6,5626,562円�

固定資産税�
56,183円�

公債費�
72,614円�

民生費�
68,152円�

衛生費�
55,051円�

総務費�
50,240円�

農林水産費�
39,237円�

教育費�
38,025円�

土木費　28,307円 

消防費　22,508円�

公債費�
72,614円�

人件費�
23.6％�

公債費�
18.7％�

補助費�
16.8％�

物件費�
12％�

投資的経費�
11％�

操出金�
9.7％�

扶助費�
6％�

補助費�
16.8％�

物件費�
12％�

投資的経費�
11％�

操出金�
9.7％�

扶助費�
6％�

維持補修費 1.3％� 積立金その他  0.9％�

民生費�
68,152円�

議会費�
11,091円�

商工費�
3,004円�

その他�
461円�

衛生費�
55,051円�

総務費�
50,240円�

農林水産費�
39,237円�

教育費�
38,025円�

土木費　28,307円 

消防費　22,508円�

市町村民税�
22,964円�

軽自動車税�
1,949円�

市町村たばこ税�
6,562円�

納める税金を村民１人あたりにすると�

87,658円�
１人あたりに使われるお金�

388,690円�

歳出の性質別内訳�

一般会計予算の推移�

用
語
の
解
説�

�

地
方
交
付
税
　
地
域
に
よ
っ
て
地

方
税
の
収
入
額
に
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
財
源
の
均
衡
化
を
図

る
た
め
に
、
国
税
の
う
ち
所
得
税
、

消
費
税
な
ど
か
ら
一
定
割
合
の
額

を
国
が
交
付
す
る
税�

繰
入
金
　
特
定
の
目
的
の
た
め
に

積
み
立
て
て
い
た
資
金
を
取
り

崩
す
こ
と�

村
債
　
村
の
借
入
金�

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
　
村
が

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
県
が

事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
お
金�

地
方
譲
与
税
　
本
来
は
地
方
税
と

し
て
徴
収
す
べ
き
税
を
、
課
税

方
法
な
ど
の
理
由
か
ら
、
い
っ

た
ん
国
が
徴
収
し
そ
の
後
村
に

譲
与
す
る
も
の�

公
債
費
　
借
入
金
の
返
済
金�

0

10

20

30

40

50
（億円）�

13年度�14年度�15年度�16年度�17年度�18年度�

あ　  す�

38
億
９，
１
３
６
万
円�

37
億
８，
８
４
５
万
円�

41
億
２，
２
４
５
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２
５
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億
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０
万
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億
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８
０
０
万
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歳　入�歳　出�

〔内訳〕�〔内訳〕�

千円以下四捨五入� 千円以下四捨五入�



歳入�歳出�
1,916万円�1,916万円�

歳入�歳出�
3億4,168万円�3億4,168万円�

歳入�歳出�
236万円�236万円�

歳入�歳出�
2億7,142万円�2億7,142万円�

歳入�歳出�
6億7,003万円�6億7,003万円�

歳入�歳出�
6億9,545万円�6億9,545万円�

繰入金�
15,012千円�

県支出金�
1億12,500千円�

村債�
1億07,700千円�

サービス収入�
2,355千円�

支払基金交付金�
78,642千円�

国庫支出金�
57,937千円�

支払基金交付金�
3億52,951千円�

国民健康保険税�
　　　3億06,574千円�

医療諸費�
6億70,027千円�

国庫支出金�
2億11,383千円�

国庫支出金�
2億25,912千円�

保険給付費�
4億50,965千円�

老人保健拠出金�
1億49,528千円�

介護納付金�
52,459千円�
介護納付金�
52,459千円� 療養給付費交付金�

73,201千円�
療養給付費交付金�
73,201千円�

繰入金�
42,665千円�
繰入金�

42,665千円�県支出金�34,542千円�
県支出金�
34,542千円�

県支出金�
52,846千円�
県支出金�
52,846千円�

繰入金�
52,845千円�
繰入金�

52,845千円�

保険料�
50,236千円�保険給付費�

2億52,420千円�

総務費�
8,251千円�
総務費�
8,251千円� 地域総合相談事業費地域総合相談事業費 4,376千円千円�地域総合相談事業費 4,376千円�

予備費ほか 1,335千円�

繰入金�
45,105千円�

県支出金�
39,496千円�

繰入金�
90,578千円�

事業費�
2億36,314千円�

諸支出金�
1,496千円�

総務費 ほか�
861千円�

公債費�
85,357千円�

総務費�
19,910千円�
総務費�

19,910千円�
使用料及び手数料�
30,900千円�

使用料及び手数料�
30,900千円�

使用料及び手数料�
4,147千円　　�

公債費�
14,677千円�

総務費�
4,385千円�

予備費ほか�
101千円�

収
益
的
経
費�

収
入�

支
出�

諸収入ほか　4千円�

諸収入ほか　3千円�

共同事業拠出金 14,178千円�
予備費 13,768千円�
総務費 9,712千円�

共同事業拠出金 14,178千円�
予備費 13,768千円�
総務費 9,712千円�

諸支出金ほか 700千円�

諸収入　2千円�

諸収入ほか　8千円�

共同事業交付金　12,050千円�

諸収入ほか　510千円�

諸収入ほか　8千円�

予備費�
100千円�

諸支出金�
6千円�

保険事業費�
4,144千円�

地域支援事業費�
5,042千円�

水道事業収益�
営業収益�
営業外収益�
特別利益�

1億77,941千円�
1億10,424千円�
67,516千円�

1千円�
1億77,941千円�
1億49,928千円�
27,512千円�
501千円�

営業費用�
営業外費用�
予備費ほか�

水道事業費用�

資
本
的
経
費�

収
入�

支
出�

資本的収入�

企業債�

補償金�

1億59,200千円�

1億00,000千円�

59,200千円�

2億34,802千円�

2億12,933千円�

21,869千円�

建設改良費�

企業債償還金�

資本的支出�

　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といった内容のダイレクトメールや携帯メール等
を送りつけて、保証金や保険金名目でお金をだまし取る新手の手口が急増しています。�
　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。被害にあわないように十分注意してください。�

　以上の手口のほかにも、「信用保証機関への紹介」や「債務データの改善」など様々な理由をつけて、融資
をする前に必ずお金を振り込ませようとします。�
�
被害にあわないためのポイント！�
１．「みずほマイレージ」「野村スタンレー信託」「住友シティバンク」「三井総合信用」「ダイワ総合信用」
など、大手の金融機関の名称を使ったダイレクトメールが届いたら注意してください。�
２．取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸します」とのダイレクトメールや携帯メール等に
は注意してください。（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）�
３．融資をする前に、様々な口実でお金を振り込ませようとする手口には注意してください。（保証料、保険
料などの名目で必ずお金を要求してきます）�
�
■問い合わせ�
　東北財務局福島財務事務所理財課　　024－535－0303�
　東京都貸金業対策課「貸します詐欺ホットライン」　　03－5320－4775

〔事例１〕�
　自宅に送られてきたダイレクトメールを見て50万円の
融資を申し込んだところ、翌日に担当者と名乗る者から
電話があり、「本審査が通りました。登録料５万５千円
が必要です。そのお金は融資のときに返還します。」な
どと言われ振り込んでしまった。�
　その後、「登録のエラーが出たのでもう一度振り込ん
でください。」「保証人は必要ありませんが一時保険金
に加入のため12万３千円が必要です。」などど言われ、
総額22万３千円を振り込んだが、その後の融資は行われ
なかった。�
　ダイレクトメールでは大手の金融機関のグループ会社
を装っていたが、東京都の調べでは、そのような業者は
存在しなかった。�

〔事例２〕�
　携帯電話サイトで知った業者に、180万円（年利0.9％）
の融資を申し込みしたところ、「信用を確認するため、
当社と取引している金融業者から融資を受けてください。
そしてそのお金を郵便小包で送ってください。お金は消
費者金融解約センターを通じてこちらから返金します。」
などと言われ、大手金融業者の２社から総額90万円の融
資を受け、指示通り全額を送金してしまった。�
　東京都の調査では、その業者は都知事登録業者を名乗っ
ていたが、架空の業者であった。また、既に電話も通じ
ない状態にあった。�

�
　
　
統
計
功
労
で
表
彰�

�

　
こ
の
ほ
ど
福
島
市
で
開
催
さ
れ

た
福
島
県
統
計
大
会
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
な
ど
に

功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
す
る
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
玉
川
村
か
ら
次
の

方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。�

�

福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰�

八
木
喜
代
春
（
南
須
釜
）�

草
野
今
朝
夫
（
北
須
釜
）�

眞
野
目
一
久
（
山
新
田
）�

南
條
　
光
徳
（
玉
川
村
商
工
会
）�

受賞した八木さん（左から２人目）と草野さん（右から２人目）�
右端は村統計調査員協議会長の須釜信好さん�
受賞した八木さん（左から２人目）と草野さん（右から２人目）�
右端は村統計調査員協議会長の須釜信好さん�



学び舎を後に�
　３月は別れの季節です。�

　村内の各学校、幼稚園などでは卒業式、卒園式な

どが行われ、慣れ親しんだ学び舎を後にしました。�

新たな出発�
　４月は新たな出発の季節です。�

　喜びと希望を胸に、生徒、児童、子どもたちが新

たなスタートを切りました。�

須釜児童館の修了式�

いずみ幼稚園の卒園式�

玉川第一小学校の卒業式�

須釜小学校の卒業式�

須釜中学校の卒業式�

須釜児童館の修了式�

いずみ幼稚園の卒園式�

玉川第一小学校の卒業式�

須釜小学校の卒業式�

須釜中学校の卒業式�

泉保育所の修了式�

すがま幼稚園の卒園式�

川辺小学校の卒業式�

泉中学校の卒業式�

泉保育所の修了式�

すがま幼稚園の卒園式�

川辺小学校の卒業式�

泉中学校の卒業式�

須釜児童館の入所式�

いずみ幼稚園の入園式�

川辺小学校伝統の入学式当日の旗持ち登校�

須釜小学校の入学式�

泉中学校の入学式�

須釜児童館の入所式�

いずみ幼稚園の入園式�

川辺小学校伝統の入学式当日の旗持ち登校�

須釜小学校の入学式�

泉中学校の入学式�

泉保育所の入所式�

すがま幼稚園の入園式�

玉川第一小学校の入学式�

須釜中学校の入学式�

泉保育所の入所式�

すがま幼稚園の入園式�

玉川第一小学校の入学式�

須釜中学校の入学式�



須釜中でエイサーを披露する若太陽のみなさん�須釜中でエイサーを披露する若太陽のみなさん�

一緒に踊って交流を深める泉中生�一緒に踊って交流を深める泉中生�

東軍、西軍に分かれて行われた大会�東軍、西軍に分かれて行われた大会�

空港で行われたセレモニーのようす�空港で行われたセレモニーのようす�

　
福
島
空
港
テ
ナ
ン
ト
連
絡
協
議
会
で
は
、

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
空
港

感
謝
祭
の
際
に
、
出
展
し
た
方
か
ら
集
め

ら
れ
た
協
力
金
の
一
部
を
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
３
月
22
日
に
、
同
協
議
会
を
代
表
し
て

レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ャ
ロ
ン
の
遠
藤
店
長
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
車
田
村

長
を
訪
れ
、
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
教
育
委
員
会
で
は
、
村
内
の
各
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
に
、
不
審
者
侵
入
対
策
と

し
て
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
配
備
し
ま
し

た
。�

　
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
筒
状
の
容

器
の
中
に
網
が
収
納
さ
れ
た
器
具
で
、
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
と
そ
の
網
が
飛
び
出
し
、

不
審
者
な
ど
に
絡
み
つ
い
て
動
き
を
制
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
一
度
絡
み
つ
く
と

な
か
な
か
取
れ
な
く
、
避
難
時
間
を
稼
ぐ

の
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。�

配備に先立ち行われた訓練のようす�配備に先立ち行われた訓練のようす�

　３月27日、たまかわ文化体育館クラブハウスにお
いて、安全安心たまかわこぶし隊の全体会議が開かれ
ました。�
　会議では、はじめに人事異動で転勤となる玉川駐在
所の早坂専門官に感謝状が贈られました。続いて石川
警察署から交通と犯罪の概況報告、そして小学校など
の団体から、こぶし隊の活動状況などが報告されまし
た。� 活動状況などを話し合った全体会議�活動状況などを話し合った全体会議�

　３月18・19日の２日間にわたって行われた福島県
ミニバスケットボール新人大会において、玉川スポ少
が準優勝しました。�
　大熊町などを会場に行われた大会には、各方部の大
会を勝ち進んできた16チームが出場しました。決勝
戦では、県南大会の時と同じく、矢吹町の三神と対戦。
惜しくも敗れてしまいましたが、堂々の県大会準優勝
です。� 準優勝の玉川スポ少のメンバー�準優勝の玉川スポ少のメンバー�

車田村長に寄付金を手渡す遠藤さん�車田村長に寄付金を手渡す遠藤さん�

　
沖
縄
県
浦
添
市
の
「
若
太
陽
（
わ
か
て

ぃ
ー
だ
）
」
の
メ
ン
バ
ー
が
３
月
20
日
、

玉
川
村
を
訪
れ
、
須
釜
、
泉
中
学
校
の
生

徒
と
交
流
し
ま
し
た
。�

　
若
太
陽
の
メ
ン
バ
ー
は
、
飯
坂
温
泉
で

行
わ
れ
た
太
鼓
ま
つ
り
に
出
演
す
る
た
め

に
来
県
し
た
も
の
で
、
本
村
の
中
学
生
が

毎
年
行
な
っ
て
い
る
沖
縄
研
修
の
際
に
浦

添
市
な
ど
を
訪
れ
、
若
太
陽
の
メ
ン
バ
ー

と
交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。�

　
須
釜
中
学
校
で
は
、
は
じ
め
に
村
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
を
、

須
釜
中
の
生
徒
４
人
が
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
若
太
陽
の
メ
ン
バ
ー
が
沖
縄
の
伝

統
芸
能
の
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
、
最
後
に

は
全
員
で
踊
る
な
ど
お
互
い
に
交
流
を
深

め
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
訪
れ
た
泉
中
学
校
で
も
生
徒
ら

と
一
緒
に
エ
イ
サ
ー
を
踊
り
、
笑
顔
を
交

え
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。�

　
若
太
陽
の
一
行
は
た
ま
か
わ
荘
も
訪
れ
、

入
所
者
に
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
福
島
空
港
の
、
福
島
〜
大
阪
定
期
便
の

利
用
者
が
３
０
０
万
人
を
達
成
し
、
３
月

８
日
に
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
大
阪
便
は
平
成
５
年
の
福
島
空
港
開
港

当
初
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
る
定
期
路
線
で
、

13
年
目
で
３
０
０
万
人
達
成
と
な
り
ま
し

た
。�

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
め
で
た
く
３
０
０

万
人
目
と
な
っ
た
利
用
者
に
花
束
や
記
念

品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　今年で14回目となる歌川杯剣道大会が２月25日、

村民体育館で開催され、今年も東軍が勝利しました。�

　同大会は、須釜少年剣友会と須釜中生徒による東軍

と、玉川少年剣友会と泉中生徒による西軍が勝ち抜き

戦で争うというもので、39人の剣士が気合あふれる

戦いを繰り広げました。�



華麗に舞いながら境内への階段を上る少女たち�華麗に舞いながら境内への階段を上る少女たち�

車田教育長に横断旗などを手渡す宗形さん（左）�車田教育長に横断旗などを手渡す宗形さん（左）�

うつ病について学ぶ出席者�うつ病について学ぶ出席者�

人　　　事�人　　　事�

　
毎
年
、
本
村
の
各
学
校
な
ど
に
交
通
安

全
の
横
断
旗
な
ど
を
贈
っ
て
い
る
、
南
須

釜
出
身
で
郡
山
市
の
新
聞
販
売
店
社
長
の

宗
形
浩
さ
ん
が
、
今
年
も
１
５
０
本
の
横

断
旗
を
各
学
校
に
贈
り
ま
し
た
。
今
年
は

防
犯
用
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
１
０
０
個
と
、
昨

年
に
続
い
て
桜
の
苗
木
５
本
も
贈
り
、
４

月
11
日
に
車
田
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
宗
形
さ
ん
は
平
成
11
年
よ
り
贈
り
続
け
、

今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。�

�

春
の
行
政
相
談
所
開
設
の�

お
知
ら
せ�

�

　
春
の
行
政
相
談
所
が
次
に
よ
り
開
設
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

■
開
設
日
時
・
場
所�

　
５
月
23
日（
火
）�

　
◇
役
場
北
庁
舎
会
議
室�

　
　
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で�

　
◇
須
釜
公
民
館
講
義
室�

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で�

■
相
談
委
員�

　
行
政
相
談
委
員
　
小
針
　
常
美�

�

公
立
岩
瀬
病
院
組
合
職
員
の�

募
集
に
つ
い
て�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
組
合
で
は
、
平
成
18
年

７
月
１
日
採
用
の
病
院
職
員
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員�

　
社
会
福
祉
士
（
資
格
取
得
者
）
・
１
名�

▼
受
験
資
格�

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

▼
受
付
期
間�

　
５
月
８
日
か
ら
26
日
ま
で�

▼
試
験
期
日
　
６
月
１
日
（
木
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課�

　
　
０
２
４
８
―

７
５
―

３
１
１
１�

　南須釜の東福寺で、４月３日に薬師尊大祭が行われ、

この中で伝統の念仏踊りが奉納されました。�

　色鮮やかな衣装を身にまとった幼稚園から小学生ま

での少女が、艶やかに伝統の舞いを披露すると、大勢

集まった報道関係やアマチュアカメラマンなどが盛ん

にシャッターを切っていました。�

　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
主
催
に
よ
る

健
康
講
演
会
が
、
３
月
28
日
に
文
化
体
育

館
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
で
は
、
安
積
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
三

浦
勇
太
医
師
が
「
ス
ト
レ
ス
社
会
に
お
け

る
心
の
健
康
」
と
題
し
て
講
演
。
約
40
名

の
出
席
者
が
、
近
年
患
者
数
が
増
え
て
い

る
う
つ
病
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
予
防

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。�

　
教
　
　
職
　
　
員�

�

転
　
　
出
　
　  

（
　
）内
は
新
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▼
遠
藤
浩
教
頭（
田
村
市
立
牧
野
小
学
校
）�

▼
安
斎
邦
子
教
諭
（
小
野
町
立
小
戸
神
小
学
校
）�

▼
橋
本
奈
津
子
教
諭�

（
郡
山
市
立
田
母
神
小
学
校
）�

▼
目
黒
聡
教
諭（
須
賀
川
市
立
第
二
小
学
校
）�

▼
水
野
泰
明
講
師�

【
川
辺
小
学
校
】�

▼
佐
原
崇
彦
教
頭
（
鏡
石
町
立
第
二
小
学
校
）�

▼
酒
井
文
教
諭（
浅
川
町
立
山
白
石
小
学
校
）�

▼
吉
成
望
講
師�

【
須
釜
小
学
校
】�

▼
金
澤
智
美
教
諭
（
中
島
村
立
滑
津
小
学
校
）�

▼
馬
場
睦
子
教
諭
（
郡
山
市
立
谷
田
川
小
学
校
）�

▼
高
橋
正
人
講
師�

▼
松
本
理
恵
講
師�

【
泉
中
学
校
】�

▼
永
瀬
克
己
校
長
（
浅
川
町
立
浅
川
小
学
校
）�

▼
金
澤
隆
広
教
諭
（
矢
祭
町
立
矢
祭
中
学
校
）�

▼
猪
俣
徹
教
諭（
郡
山
少
年
自
然
の
家
）�

▼
赤
城
さ
よ
養
護
教
諭�

（
天
栄
村
立
広
戸
小
学
校
）�

【
須
釜
中
学
校
】�

▼
矢
吹
保
男
校
長
（
郡
山
市
立
熱
海
中
学
校
）�

▼
野
崎
純
一
講
師�

�

転
　
　
入
　
　  

（
　
）内
は
旧
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▼
舘
初
浩
教
頭（
平
田
村
立
西
山
小
学
校
）�

▼
岡
部
香
教
諭
（
須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
）�

▼
鈴
木
美
香
教
諭
（
飯
館
村
立
臼
石
小
学
校
）�

▼
上
原
玲
子
教
諭
（
鏡
石
町
立
第
二
小
学
校
）�

▼
酒
井
修
三
教
諭
（
古
殿
町
立
山
上
小
学
校
）�

【
川
辺
小
学
校
】�

▼
遠
藤
修
一
教
頭
（
只
見
町
立
只
見
中
学
校
）�

▼
増
子
宏
子
教
諭
（
鏡
石
町
立
第
一
小
学
校
）�

▼
矢
吹
仁
子
講
師�

【
須
釜
小
学
校
】�

▼
吉
田
ひ
と
み
教
諭�

（
会
津
坂
下
町
立
坂
下
小
学
校
）�

▼
塩
澤
悦
子
教
諭（
須
賀
川
市
立
第
二
小
学
校
）�

▼
金
子
明
洋
教
諭（
福
島
大
学
大
学
院
）�

【
泉
中
学
校
】�

▼
田
口
和
憲
校
長（
県
中
教
育
事
務
所
）�

▼
三
浦
佳
大
教
諭（
塙
町
立
塙
中
学
校
）�

▼
神
村
崇
教
諭（
矢
祭
町
立
矢
祭
中
学
校
）�

▼
石
井
大
輔
教
諭
（
福
島
市
立
信
夫
中
学
校
）�

▼
水
野
敏
子
養
護
教
諭�

（
浅
川
町
立
浅
川
中
学
校
）�

【
須
釜
中
学
校
】�

▼
三
森
朗
校
長（
平
田
村
立
小
平
中
学
校
）�

��

　
村
　
　
職
　
　
員�

�

（
　
）内
は
旧
所
属
・
職
名�

�

【
総
務
課
】�

▼
主
任
主
査
兼
消
防
交
通
係
長（
消
防
交

通
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長
）�溝

井
浩
一�

▼
広
報
広
聴
係
長（
主
査
）　
塩
田
　
敦�

�

【
住
民
税
務
課
】�

▼
課
長
兼
須
釜
支
所
長（
課
長
）�榊

枝
徳
夫�

▼
課
長
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長（
税
務
担

当
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長
）�

大
和
田
ス
ミ�

▼
主
任
主
査
兼
住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係

長
兼
税
対
策
担
当（
健
康
福
祉
課
主
任

主
査
兼
保
健
衛
生
係
長
） 

小
針
敬
子�

▼
主
事（
健
康
福
祉
課
主
事
）添
田
孝
則�

▼
主
事（
健
康
福
祉
課
主
事
）佐
久
間
充�

�

【
健
康
福
祉
課
】�

▼
政
策
主
幹
・
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣�

（
住
民
税
務
課
政
策
主
幹
兼
須
釜
支
所
長
）�

小
針
敬
人�

▼
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長（
住
民
税
務
課

住
民
担
当
補
佐
兼
住
民
係
長
兼
国
民
年

金
係
長
）　
　
　
　
　
　 

増
子
貞
美�

▼
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
務（
課
長
補
佐
兼
福

祉
係
長
兼
介
護
保
険
係
長
）�有

賀
明
美�

▼
主
任
主
査
兼
保
健
衛
生
係
長（
総
務
課

主
任
主
査
・
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
派
遣
）�

矢
部
玄
幸�

▼
主
任
保
健
師
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

兼
務（
主
任
保
健
師
）  

塩
澤
美
代
子�

▼
主
査
兼
栄
養
士（
主
査
）
車
田
ヨ
シ
子�

▼
主
事（
住
民
税
務
課
主
事
）浅
川
栄
治�

▼
主
事（
地
域
整
備
課
主
事
）
駒
木
根
俊
彦�

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
介
護
支

援
専
門
員（
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
）�

向
井
明
子�

�

【
地
域
整
備
課
】�

▼
主
査（
住
民
税
務
課
主
査
）大
越
健
一�

▼
主
事（
公
民
館
主
事
）　
　
塩
澤
賢
一�

�

【
公
民
館
】�

▼
主
事（
地
域
整
備
課
主
事
）瀬
谷
輝
賢�

�

【
泉
保
育
所
】�

▼
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士（
す
が
ま
幼

稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
）�

石
森
ミ
ナ
子�

▼
保
育
士（
す
が
ま
幼
稚
園
教
諭
）�

遠
藤
久
美
子�

�

【
い
ず
み
幼
稚
園
】�

▼
園
長（
泉
保
育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保

育
士
）　
　
　
　
　
仁
井
田
ツ
ヤ
子�

▼
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭（
泉
保
育
所
主

任
主
査
兼
主
任
保
育
士
） 

矢
部
由
美�

�

【
す
が
ま
幼
稚
園
・
須
釜
児
童
館
】�

▼
す
が
ま
幼
稚
園
長
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士�

（
須
釜
児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）�

佐
藤
ヤ
ス
子�

▼
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士�

（
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
）�丹

内
恵
子�

▼
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士

（
い
ず
み
幼
稚
園
主
任
教
諭
）�本

田
千
佳�

▼
須
釜
児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士

兼
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
い
ず
み

幼
稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
）�

笠
井
美
紀
子�

【
退
職（
３
月
31
日
付
）
】�

▼
鈴
木
キ
ク
ミ�

（
須
釜
児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）�

�

石
川
警
察
署
玉
川
駐
在
所�

�

　
４
月
よ
り
玉
川
駐
在
所
の
勤
務

体
制
が
２
名
と
な
り
、
専
門
官
の

高
野
清
美
警
部
補
と
柴
田
学
巡
査

が
着
任
し
ま
し
た
。�

　
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

玉
川
駐
在
所
勤
務

玉
川
駐
在
所
勤
務
の
高
野
専
門
官

高
野
専
門
官（
左
）と�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
巡
査
巡
査（
右
）�

玉
川
駐
在
所
勤
務
の
高
野
専
門
官（
左
）と�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
巡
査（
右
）�



総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

新
し
く
〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

が
設
置
さ
れ
ま
し
た�

　
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
『
介
護
予
防
』
の
拠
点
と
な
る
施
設

が
、
玉
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー
の
中
に
併
設

さ
れ
ま
し
た
。�

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？�

　
高
齢
者
の
相
談
や
支
援
を
行
う
と
こ
ろ

で
す
。
介
護
や
認
知
症
、
介
護
予
防
の
相

談
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の

相
談
や
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定

な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。�

※
今
ま
で
相
談
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
〈
玉

川
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
は
、
今

ま
で
ど
お
り
相
談
の
場
と
し
て
〈
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
と
密
接
な
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
機
能
し
て
い
き
ま
す
。�

�

ど
ん
な
人
が
対
応
す
る
の
？�

　
保
健
師
と
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

を
訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。�

�

相
談
で
き
る
時
間
は
？�

月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、
祝
日
除
く
）�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で（
緊

急
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

　
０
２
４
７
―

５
７
―

４
６
２
０�

�

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

有
効
期
限
廃
止
の
お
知
ら
せ�

　
現
在
配
布
し
て
い
る
介
護
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
有
効
期
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。�

　
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
頃
に
《
保
険

料
の
お
知
ら
せ
》
と
一
緒
に
郵
送
に
よ
り

交
付
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

は
、
現
在
の
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
交
換
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。�

児
童
手
当
制
度
が�

　
　
　
拡
充
さ
れ
ま
し
た�

　
４
月
１
日
よ
り
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の

小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併

せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護
者

の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、

９
月
30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も

の
に
限
り
、
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。�

○
平
成
18
年
度
に
小
学
４
年
生
の

児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様�

　
こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護

者
の
方
は
、
特
段
の
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
平
成
18
年
度
に
小
学
５
年
生
ま

た
は
６
年
生
の
児
童
が
い
る
保�

　
護
者
の
皆
様�

　
こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定

請
求
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
保
護
者
の
方
は
額
改
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

○
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保

護
者
の
皆
様�

　
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
留
意
事
項�

◇
法
改
正
に
伴
い
新
規
認
定
請

求
を
し
た
方
は
、
毎
年
６
月
に

提
出
義
務
の
あ
る
現
況
届
の
提

出
は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、
６

月
１
日
ま
で
の
間
に
「
監
護
状

態
」
や
「
被
用
者
・
非
被
用
者

の
区
分
」
等
に
変
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

◇
現
在
、
特
例
給
付
の
受
給
者

が
所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、�

被
用
者
児
童
手
当
に
区
分
が
切

り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

別
途
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。�

▼
請
求
手
続
・
問
い
合
わ
せ�

　
健
康
福
祉
課�

　
　
57
―
４
６
２
３�

東
京
玉
川
会
会
員
募
集�

�

　
東
京
玉
川
会
で
は
現
在
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
玉
川
村
出
身
で
、
東
京
近
郊
に

お
住
ま
い
の
方
、
及
び
そ
の
家
族

で
、
年
１
回
の
総
会
や
広
報
た
ま

か
わ
の
送
付
に
よ
り
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
情
報
交
換
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
年
会
費
は
３，
０
０
０
円
で
、

広
報
た
ま
か
わ
の
郵
送
料
も
含
ま

れ
ま
す
。�

▼
入
会
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
企
画
産
業
課�

　
　
０
２
４
７
―
５
７
―
４
６
２
９�

�

森
林
環
境
税
が
ス
タ
ー
ト�

　
福
島
県
で
は
４
月
１
日
か
ら
森

林
環
境
税
を
導
入
し
ま
し
た
。�

▼
納
税
に
つ
い
て�

　
県
民
税
均
等
割
に
加
算
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

◇
個
人
（
県
内
に
住
所
、
家
屋
敷

等
を
有
す
る
方
）�

　
年
税
額 : 

１，
０
０
０
円�

◇
法
人�

年
税
額 : 

法
人
県
民
税
均
等
割

額
の
10
％
相
当
額�

▼
森
林
環
境
税
の
使
い
み
ち�

　
水
源
地
域
の
森
林
や
里
山
の

整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
支
援
な
ど
、
森
林
を
守
り
育

て
る
取
組
み
に
使
わ
れ
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

◇
税
の
仕
組
み
つ
い
て�

　
福
島
県
税
務
企
画
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
０
６
７�

◇
税
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て�

　
福
島
県
森
林
計
画
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
４
２
３�

脳卒中の原因は？その症状は？�

　◇脳内出血　…主に高血圧が原因です。以前は「脳いっ
血」と呼ばれていました。症状は血圧が急上昇して頭痛
や吐き気をもよおし、片方の手や足が麻痺します。�

　◇くも膜下出血　…脳の表面をおおっている「くも膜」
の近くの血管にコブができ、それが破裂することで起こ
る病気です。今までに経験したことのないような激烈な
頭痛や吐き気が特徴的な症状です。�

　◇脳血栓症　…脳に血液を運んでいる血管の内側が動
脈硬化によって狭くなり、血液の塊が少しづつつまって
最後に血流が完全に遮断されてしまう状態。�

　◇脳塞栓症　…心臓の中にできた血液の塊が流れ出て、
脳の細い血管でつまってしまう状態。�

脳卒中を予防するには？�

　～脳卒中予防７か条～�

①寒さに注意　②便秘を解消　③入浴はぬるめのお湯に
④食塩・動物性脂肪は控えめに　⑤毎日適度な運動を　
⑥たばこやお酒を控えめに　⑦定期的な血圧測定を�

�

　今月は脳卒中についてお知らせします。�
　その昔、日本人の死亡原因といえば脳卒中が第１位でした（1981年まで）。近年は医学の進歩に
より、脳卒中で亡くなる人の数は大きく減少しましたが、その代わり、幸い命をとりとめても麻痺
や、言語障害などの後遺症を抱える人が多く、深刻な状態の患者さんはむしろ増加傾向にあるとい
えます。�



1415

福島空港テナント連絡会から50,000円�

　下記の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 辺 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

南 須 釜 �

北 須 釜 �

小 平 由 紀 夫 �

小 林 　 節 子 �

佐 藤 　 義 光 �

相 樂 　 　 清 �

渡 邊 　 一 房 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

川　辺�

竜　崎�

　〃　�

南須釜�

北須釜�

小 平 　 　 香 �

小 林 　 秋 男 �

佐 藤 　 庄 平 �

相 樂 　 善 勝 �

渡 邊 　 忠 房 �

ミツ子�

節子�

タキ�

愛好�

一房�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

蒜　生�

　中　�

岩法寺�

竜　崎�

南須釜�

関 根 　 征 冶 �

永 林 　 大 輝 �

村 越 　 美 咲 �

駒 木 根 芽 瑠 �

矢 吹 　 浩 夏 �

秀樹�

一志�

英雄�

俊彦�

稔�

　　　 せい　　や�

　　　 たい　　き�

　　　　み　  さき�

　　　　め　　 る�

　　　 はる　　か�

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集�

�

　
防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
、
幹
部
自

衛
隊
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い

ま
す
。�

▼
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
者
数�

◇
陸
上
自
衛
隊
〈
一
般
要
員
〉�

　
　
男
子 : 

１
３
０
名�

　
　
女
子 : 

　
　
10
名�

◇
海
上
自
衛
隊�

　
〈
一
般
、
飛
行
要
員
〉�

　
　
男
子 : 

60
名
　
女
子 : 

５
名�

　
〈
技
術
幹
部
候
補
生
〉�

　
　
男
女 : 
20
名�

◇
航
空
自
衛
隊�

　
〈
一
般
、
飛
行
、
音
楽
要
員
〉�

　
　
男
子 : 

50
名
　
女
子 : 

５
名�

▼
募
集
期
間�

　
５
月
12
日
ま
で�

▼
応
募
資
格�

　
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
に

お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
者�

　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者�

②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
で

大
学
（
短
大
は
除
く
）
を
卒

業
し
た
者�

　
③
そ
の
他�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
白
河
募
集
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―
２
４
―
０
３
７
２�

��

�

平
成
　
年
歌
会
始
の
お
題
及

び
詠
進
歌
の
詠
進
に
つ
い
て�

▼
お
題�

　
「
月
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

▼
詠
進
要
領�

　
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
１
人
１
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
。
用
紙
は
半
紙
を
横

長
に
使
用
し
、
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。�

�����������

▼
詠
進
の
期
間�

　
９
月
30
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）�

▼
郵
便
の
あ
て
先�

「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１
　
宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。�

▼
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

�

国
民
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す�

　
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
な
ど
の

年
金
制
度
の
改
正
が
順
次
実
施
さ

れ
ま
す
。
主
な
変
更
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。�

○
保
険
料
額
が
改
正
さ
れ
ま
す�

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
19
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

１
３，
８
６
０
と
な
り
ま
す
。�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
29

年
度
ま
で
毎
年
度
月
額
２
８
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
月
額

１
６，
９
０
０
と
な
る
予
定
で
す
。�

○
学
生
納
付
特
例
制
度
・
若
年
者

納
付
猶
予
制
度�

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な

く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
を
申
請
す
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で
あ
っ

て
、
本
人
と
配
偶
者
の
収
入
が
一

定
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。�

○
平
成
18
年
度
の
年
金
額
は
０
・

３
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す�

　
平
成
17
年
度
の
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
、
対
前
年
マ

イ
ナ
ス
０
・
３
％
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
18
年
度
の
年
金
額
は
、
前
年

度
よ
り
０
・
３
％
少
な
い
額
と
な

り
ま
す
。�

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合

は
、
月
額
２
０
０
円
ほ
ど
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
４
月

分
か
ら
新
し
い
年
金
額
と
な
り
ま

す
の
で
、
６
月
の
定
期
支
払
い
（
４

月
・
５
月
分
）
か
ら
年
金
額
が
変

更
と
な
り
ま
す
。�

○
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
等
を
併
せ
て
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す�

　
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の

方
は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族

厚
生
年
金
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
選
択
申
出
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
（
年
金
被
保
険
者
）�

　
　
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５�

　
（
年
金
受
給
者
）�

　
　
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５�

わ
が
村
に
文
化
の
花
を
咲
か
せ
い
る
人
ら
の
笑
み
の
円
か
な
る
か
な�

�

紫
の
小
弁
の
花
の
咲
く
丘
は
「
都
忘
れ
」
の
名
に
匂
い
つ
つ
　�

�

心
し
て
そ
の
日
暮
ら
せ
ば
明
日
が
あ
る
い
と
安
ら
か
な
寝
息
と
な
り
て�

�

山
茶
花
の
香
り
残
し
て
垣
根
越
し
釣
瓶
落
と
し
の
夕
日
が
赤
い
　�

�

水
差
せ
ば
固
め
た
嘘
も
氷
解
し
笑
顔
に
戻
る
友
の
ユ
ー
モ
ア�

�

な
よ
竹
も
倒
せ
る
力
い
ず
く
に
ぞ
掌
に
取
り
て
見
る
春
の
淡
雪�

�

ス
ッ
ポ
リ
と
雪
に
閉
ざ
さ
れ
登
校
も
儘
な
ら
ぬ
地
の
児
童
ら
如
何
に�

�

�

川
崎
　
雄
子�

�

小
針
　
登
里�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

�

料

峭

や

体

温

計

の

電

子

音

�

日

を

通

す

和

紙
に
艶

あ
り
内

裏

雛

�

日
脚
伸
ぶ
姉
さ
ん
被
り
の
く
り
や
の
子�

剪

定

や

屋

号

か

す

れ

し

鋏

研

ぐ�

木

蓮
の
蕾
に
ふ
れ

し

た

な
ご
こ
ろ�

ち
ぎ
り
絵
の
雛
を
飾
り
し
客
間
か
な�

春
の
日

を
一
人

〆

め
し

て

卒

業

す

�

春
の
蚕
に
声
を
掛
け
や
り
餌
付
け
時�

仁�

由
記�

真
知�華�

今
朝�公�

美
枝�

仁
美�

（前月比）�
1 , 9 5 3  戸 �

7 , 5 3 3  人 �

3 , 7 4 5  人 �

3 , 7 8 8  人 �

（＋ ３戸 ）�

（－2 6 人 ）�

（－1 3 人 ）�

（－1 3 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

19

書式図�
（横　　長）�

お
題
「
　
月
　
」�

�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・�

〒�住
　
　
所�

電
話
番
号�

ふ

り

が

な�

氏
　
　
名�

生
年
月
日�

職
　
　
業�
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不燃ゴミ：西部�
資源ゴミ：東部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ� 不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

納税：軽自動車税�
納税：固定資産税�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

�
�
�
�
�
�
(休医)中島病院�

(石川町)

(元)施設愛護活動�
(6:00村グ)�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

(元)木球教室�
(13:30運動公園)�
(元)太極拳教室�

(19:00文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)中島病院�

(石川町)

読み聞かせ会�
(10:00文庫)�

生き生き女性セミナー�
(13:30クラブ)�

村内小学校運動会�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

(元)木球教室�
(13:30運動公園)�
(元)太極拳教室�

(19:00文体)

裏磐梯野鳥の森�
ウォーキング�

(8：30)�
�
�
�
(休医)中島病院�

(石川町)

健康たいそう教室�
(9:30プール)�

6～7カ月児相談会�
(10:00保セ)�

１歳児相談会�
(13:30保セ)

健康たいそう教室�
(9:30文体)

健康たいそう教室�
(9:30プール)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

(元)太極拳教室�
(19:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

こぶし学級�
(9:30就改)�

なつ椿学級�
(13:30須公)�

花いっぱい協議会�
(19:00クラブ)

3～4カ月児健診�
(13:30公立病院)�
(元)ワーキンググループ�

(18:30文体)

すくすくクラブ�
(10:00保セ)

ナイター開放�
(18:30村グ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

こどもの日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央�
病院(平田村)

国民の休日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央�
病院(平田村)

憲法記念日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央�
病院(平田村)

母親教室�
(13:30保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

新米パパ育児教室�
(18:30保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)�

チャレンジ講座�
(19:00文体)

ポリオ予防接種�
(12:45保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

機能訓練�
(10:00保セ)

○(休医)・休日当番医�
○(元)・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)中島病院�

(石川町)

　
右
の
写
真
は
、
若
太
陽
の
皆
さ

ん
が
須
釜
中
学
校
を
訪
問
し
た
際

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
一
コ
マ
で

す
。�

　
沖
縄
の
伝
統
芸
能
の
エ
イ
サ
ー

と
、
玉
川
村
の
伝
統
芸
能
の
念
仏

踊
り
。
伝
統
衣
装
に
身
を
包
ん
だ

双
方
の
踊
り
手
が
一
枚
の
写
真
に

納
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
め
っ
た
に
実
現
し
な
い
貴
重
な

記
念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。�
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